
【コロナ後を見据えた図書館の取り組み】

　コロナ禍により、入館者数及び貸出数などがコロナ前と比べ大きく減少している状況にあります。
図書館ではこれまでの日常を取り戻す様々な取り組みを展開しています。

〇読書活動や図書館利用につなげる事業
　・継続的な取り組みとして、図書特集コーナーの設置や知識に役立つクイズなどを実施し、わく
　　わく・ドキドキする図書館を目指す。
　・読書週間（10/27～11/9）にあわせ、ボランティア団体による読書フェスティバルや充実したお話
　　会を開催し、読書活動の推進を図る。
　・としょかん1年生事業や電子図書館開設に伴うサービスカード取得を促進し、図書館利用へ
　　繋げる。
〇学校との連携
　・電子図書館を活用し、小中学生の読書時間や通学時での電子書籍の利用を図る。
　・笠間高校（美術科・メデイア芸術科）と連携し、生徒の作品展やそれらを通した利用者へのＰＲ、

　　地域住民への理解促進など連携を深める。また高校生の図書館利用への機会を創出する。
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【図書館の概要】
●　市内には、笠間図書館、友部図書館、岩間図書館の三つの図書館があります。三館あわせ　
　　て約59万4000点の資料を所蔵し、各地域の特色に応じた資料を充実させています。
●　利用にあたり、サービスカードの登録に居住地の制限を設けず、だれもが利用できる図書館
　　とし、また図書と雑誌の貸出数にも制限を設けていないため、利用者は何冊でも借りることが
　　できるなど利便性の高い図書館です。
●　令和3年1月に、新型コロナ感染防止策として電子図書館を開設しました。電子書籍を提供
　　することで、いつでも・どこでも読書ができる非来館型のサービスを提供しています。

笠間市立図書館が10年連続で個人貸出数日本一！

　「図書館年鑑2022」（日本図書館協会発行）において、笠間市立図書館は
人口8万人未満の自治体中、個人貸出数が約93万6000点で1位となり、
10年連続日本一を達成しました。
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